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●令和7年度当初の値 ●令和7年度のケアプラン総数
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個別地域ケア会議　延べ件数
（実件数）

個別地域ケア会議は多職種、事例に
よっては住民の参加により地域で解決
する問題として取り組む。圏域ケア会
議は地域にアウトリーチし地域ついて
住民と共に考える機会とする。
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圏域地域ケア会議

うち、他圏域との合同開催数

元気はつらつ利用者数（委託）

通いの場への専門職（リハ職
等）派遣（派遣回数と通いの場
の人数）

ボランティア等養成及び活動支
援

うち、他圏域との合同開催数

介護予防教室

介護予防教室で認知症高齢
者の増加という課題を踏ま
え認知症の早期発見とMCI
について啓発を行い、地域
の課題や住民のニーズに
沿った内容も実施する。開
催場所を増やすことや参加
者は自治会員のみという垣
根を作らず多くの参加を募
れるよう自治会関係者に理
解を求めていく。

出前講座を含めた普及啓発

うち、他圏域との合同開催数

通いの場のへの支援

10

10

新たに通いの場の開設に向
けて関わり未開拓の自治会
館の設備等調査を行うとと
もに、薬局等の圏域内店
舗、介護保険等サービス事
業所にも働きかけ、新たな
拠点つくりに取り組む。

高齢者数／人口

9213人／29641人

／

10

自己
評価

前年度の反省を踏まえた当該年度の目標

各通いの場にはリハビリ専門職の
関与で体力測定を実施し参加者の
健康意識を高め、2層、３層コー
ディネーターと協力し、レクリ
エーションの提供等で通いの場継
続のための支援を行う。
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1

うち、他圏域等との合同開催数

うち、他圏域等との合同開催数

1 5

認知症サポーターステップアッ
プ講座

うち、他圏域等との合同開催数

ボランティア等養成及び活動支
援

うち、他圏域との合同開催数

1

・圏域内団地の建て替えによる住
まいの移転に伴い認知症に関する
問題の増加が予測される。ステッ
プアップ講座の開催や認知症初期
集中支援事業等の事業の周知を重
点的に行う。
・認知症カフェの開催支援を行
い、住民が担い手として活動でき
るよう支援を続ける。

休
日
の

対
面
相
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夜間・休日に対面して相談対応
した件数（計画の記載は不要）
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認知症初期集中支援チーム発動
件数

介
護
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地域包括支援センターが関わり
のある通いの場の数と参加者数

年度内に立ち上げた
通いの場数と参加者
数

認知症初期集中支援チーム
対象者把握票実施件数

認知症カフェ（立上及び開催支
援）
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・れんかファームは認知症当事者
とその家族、地域住民とが畑作業
を通して交わり、認知症の理解と
介護する家族の支援や地域の見守
り体制を構築するため継続する。
・第４・５包括合同の見守り教
室、家族介護教室は、介護する家
族の精神的、技術的支援となる内
容とし、また介護者家族の会の立
ち上げに向けても支援を行う。

任
意
事
業

出前講座等を含めた普及啓発
（家族介護教室）

認知症見守り教室

出前講座等を含めた普及啓発
（認知症見守り教室）

1 5

認知症サポーター養成講座
(ジュニア)

家族介護教室

認知症サポーター養成講座(一
般)

介護者家族交流会(立上及び開
催支援）

介護者家族健康相談

基本チェックリスト実施件数

相談業務、教室開催時チェックリストを
活用し必要時の介入やフレイル予防の啓
発を行う。

事例検討会・研修会
（法定外研修含む）

・居宅介護支援事業所に地域課題
（認知症、複合的課題を抱える世
帯の増加等）に即した事例の検討
会や難病疾患等について勉強会を
開催し介護支援専門員の抱える課
題の解決を目指す。ネットワーク
会議を開催し介護支援専門員同士
のつながり強化と他機関とのネッ
トワークを構築していく。
・リハビリ専門職と協働し高齢者
の状態に即したケアマネジメント
が実施できるようにし、高齢者が
元気を取り戻す支援を行う。

ネットワーク会議（圏域地域ケ
ア会議以外の医療・関係機関等
との意見交換の場など））

当該年度実績

元気はつらつ利用者数（直持
ち）

2

上半期の活動内容のまとめと課題
上半期実績

門真市第   地域包括支援センター活動計画書、活動報告書（令和7年度版）                 

圏域内の居宅介護支援事業所数 基準月 直持ちプラン件数 委託プラン件数ケアプラン作成数 委託率（％）

事業の内容
門真市目標値 前年度実績 活動計画

主任介護支援専門員の人数 令和7年3月 29 312341

介護支援専門員の数 令和8年3月

91.5%


